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Ⅰ.はじめに

臨海部の沖積低地における泥炭地は,完新世における気候変化,海面変化および海岸

砂州の発達といった様々な低地周辺の地形変化を反映 したものである.よって,海岸部

の沖積層に発達する泥炭層は,相対的海面変化や地形形成史に関する研究で古環境を復

元する上で重要な資料 とされてきた.

北海道北部から東部にかけての沖積低地には,一般に,後氷期海進に伴う海成～汽水

成粘土層や砂層を覆って最上部に層厚2-5mの泥炭層が発達 している.これまで,主に

オホーツク海沿岸から根室湾沿岸の沖積低地において,海成層直上に発達する泥炭層基

底付近を中心に 14C年代測定が多数行われてきた (たとえば,前田,1984;Sakaguchi

eta1.,1985;平井,1987,大平ほ

か,1994).これらの研究の結果,

オホーツク海沿岸に面する地域では,

5,000-4,000年前項と3,000-2,000

年前項の 2つの時期の相対的海面低

下期が認められ (太田ほか,1990),

これらの時期に,海面低下に伴って

湿原の形成が進行 したことが推定さ

れている (たとえば,大平はか,19

94).相対的海面変化と泥炭地の拡

大過程との関係を詳細に明らかにす

るためには,連続 した沖積低地の中

で,できるだけ多くの地点で泥炭層

基底の 14C年代を明らかにし,泥炭

地の水平的な拡大時期を明らかにす

ることが必要である.しか しながら,

このような観点から多数の14C年代

資料に基づいて,泥炭地の拡大過程

を論じた研究は十分に行われていな

い.

そこで本研究では,北海道北部の

大沼周辺の沖積低地において,合計

Fig･1 HapshovingthesamplingsitesaroundLakeOhnuma,31地点でハ ンドボーリングによって

NorthernHokkaido 泥炭層を採取 し (Fig.1),そのう
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ち 8地点 の泥炭層基底 について,AMS14C年代測定 を行 った.その結束 か ら,完新世

後半における泥炭地の拡大過程 にを検討 した.ボー リング地点 の標高はオー トレベルを

使用 して測量 した.AMS14C年代測定は, タ ンデ トロ ン加速器質量分析計 を使用 して

行 った.試料の処理 ･測定の手順は中村 ･中井 (1988)に従 った.

ⅠⅠ.大沼周辺地域の地形 と堆積物

大沼 は,稚内市の東部 に位置す る面積4.86km2の淡水の潟湖で ある.海岸側は砂州が発

達 してお り,内陸側 は声問川,サラキ トマナイ川 といった大沼 に流入す る河川 が形成 し

た沖積低地 となって いる (Fig.1).大沼の東側 にも砂州の背後 に面積0.25km 2のメグマ

沼 があ り, そ こか ら稚 内空港 にかけての地域は,湿原植生が保存 されている.

沖積低地 の周辺は,新第三紀鮮新世 と第四紀更新世の砂泥層 よ りなる丘陵が取 り囲ん

で いる (更別グループほか, 1966). これ らの丘陵 は氷期の周氷河作用 を強 く受 けてお

り,なだ らかな起伏で谷 も浅 くなっている.

4万の 1空中写真 を判読 した結果,声間川低地は,おおむね標高+5mの等高線 を境 に

して, 2段の沖積面 に区別 され ることが明 らか となった.両地形面の比高は,上流側で

は明瞭で あるが,下流側ほ ど不明瞭 となる.

完新銃 の上部 は,小型の シジ ミガイを含む シル ト層 ･砂質 シル ト層 とそれを覆 う泥炭

層 よ りな る (Fig.2).下位の シル ト層 ･砂質 シル ト層はThalasslosl'I･abramaputI･ae,

Aulacosellraspp.といった汽水 ～淡 水生の浮遊性珪藻 が産出す ること, シジ ミガイを含

む ことか ら, わずかに海水の流入す る潟湖の湖底堆積物 と考え られる.泥炭層 の層厚は

1-3m程度であるが,表層部には圃場整備に伴 う客土が施 されているため,圧密 によっ

て1-2m程度は圧縮 されて いるもの と考 えられ る.

泥炭層基底の標高は,上流側の上位の沖積面では+5-+4mで比較的 よくそろっている.

下流側の下位 の沖積面 では+4mか ら+1mまで低下す る (Fig.2).
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Table 14cdatesoftkHolocenesedうrrcntsうntheaHuviallowlardsaroundLakeOhnum

試料採取地点(地点名) 標高m(深度) 試 料 -4C年代(yrsBP) コード番号 文献

稚内市声問(C1)
柚欄 ヒ(B3)

稚内市棉岡(B8)

(B7)

(A5)

稚内市恵北(B6)

(A17)
稚内市更富苫内(A2)

稚内市声問

稚内市更署苫内

a.1(4.10) ▲泥炭

1.67(2.15) ▲泥炭

4.63(2.10) ▲泥炭

4.99日.65) ▲泥炭

3.98(2.60) ▲泥炭

3.27(1.40) ▲泥炭

(1.25) ▲泥炭

(1.25) ▲泥炭

a.8.3 カキ

ca.3 且穀

3.840±240
1,640±218
4,210±230
4,360±140
3,610±170
2,400±130
4,760±260
1,300±140
7.350±120
5,940±

NUTA-2745 本研究
NUTA-2746 //

NUTA-2747 //

NUTA-3010 //

NUTA-3009 //

NUTA-3156 //

NUTA-3158 H

MUTA-3157 //

NUTA-3088 //

赤松･jUll(1983)

A泥炭層基底

lH･泥炭層基底の 14C年代と考察

8地点における泥炭層基底の 14C年代は,完新世後半の 2つの時期にそろうような傾

向がある (Table).声問川低地の上位の沖積面に位置するA5,B8,B7地点と砂州背後の

C1,A17地点では約4,700-3,600年前を示し,声間川低地の下位の沖積面に位置するB6,

B3地点とサラキ トマナイ川低地のA2地点では約2,400-1,300年前を示す.

このことから,大沼周辺地域の泥炭地は上流側から下流側へ徐々に形成されたもので

はなく,段階的に泥炭地が拡大 したことが推定される.このような段階的な泥炭地の拡

大は,道東の風蓮川低地においても確認されている (大平ほか,1994).

以上のことから,本地域の泥炭地の形成にも,従来からオホ-ヅク海沿岸から根室湾

沿岸地域で報告されている完新世後半の2つの時期の相対的海面低下が関与 しているこ

とが推定できる.さらに,声問川低地の沖構面は上位と下位に区分されるが,この沖積

面の段丘化にも海面変化が影響 していると考えられる.

ただし,声間付近では多段化 した完新世海成段丘面が発達 してお り,地震に伴う間欠

的な隆起があった可能性がある｡声間川左岸の段丘の露頭には,標高+0.3m付近に7,35

0±120yrsBP川UTA-3088)という14C年代を示すカキ床が認められた.このことからも,

海岸付近の隆起速度はかな りはやいことが予測される.よって,地殻変動による隆起が

沖積低地の段丘化と関連性が推測される.今後は,北海道北部の泥炭地の拡大時期の共

通性を明らかにし,泥炭地の形成がどのような環境変化に最も影響を受けたものなのか,

沖積面の段丘化はどのような過程で進行 したのかを検討する必要がある.

タンデ トロン加速器質量分析計による14C年代測定の際には,中村俊夫先生をはじめ

とする名古屋大学年代測定資料研究センターの方々にお世話になりました.記 して深 く

感謝いたします.
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LatoHoloceneEvo一utionofpeatlandsaroundLakeOhnuna,NorthernHokkaido

AkioOhiral) andMasatomoUmitsul)
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Thepurposeofthispaperistoc一arifytheevolutjonofpeatlandsinthe

Koetoi and Sarakitomanai River Low一ands,located in northernmost Hokkaido,

duringtheLateHolocene,andtodiscusstherelationtosea-levelchangesand

tectonic uplift of this reg10n,Samples obtained by peat-corerat 3lsites

were used for sedimentary facies observation, radiocarbon dating with

acceleratormassspectrometry(AMS)anddjatomanalysis.

Peatlandsareclassうfjed intotwogeomorphうcsurfacesaccordingtotheir

topographicfeature.Peat一ayersdeve一opoversHtyandsandysedjments,which

arela9130nalsedimentsofthepostglacうaltransgression.

Weobtainedeight radiocarbondatesoflowermosthorizonofpeatlayers,

range from4,760±260yrsBPattheupperreachesoftheKoetoiRiverLow一and

to 1,300±140 yrsBP at the Sarakitornanai River Lowland. These eight

radiocarbondates indicate thatthere isagapoftheexpansionofpeatlands

betweenca.4,700-3,600 yrsBPandca.2,400-1,300 yrsBP.It isconsidered that

theevolutionofpeatlands hasbeen influencedbythe regressionoftheLate

Holocenerelativesea-leve一changes.
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